
(57)【要約】

【課題】本発明は各種音響機器および情報通信機器に使

用されるスピーカに関するものであり、スピーカの低コ

スト化が課題であった。

【解決手段】本発明のスピーカは、マグネット２１の磁

束の少ないヨーク２３の底面中央部２３ａの材厚は薄く

しておき、マグネット２１の磁束の多い底面外周部２３

ｂの材厚は、磁気飽和を発生しないように底面中央部２

３ａより厚くしたものである。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
マ グ ネ ッ ト と プ レ ー ト と ヨ ー ク に よ り 構 成 し た 磁 気 回 路 と 、 こ の 磁 気 回 路 に 結 合 さ れ た フ
レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム に 結 合 さ れ た ダ イ ア フ ラ ム と 、 こ の ダ イ ア フ ラ ム に 結 合 さ れ る と
と も に 、 そ の 一 部 が 前 記 磁 気 回 路 の 磁 気 ギ ャ ッ プ に 配 置 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と か ら な る ス
ピ ー カ で あ っ て 、 前 記 ヨ ー ク は 底 面 中 央 部 材 厚 を 底 面 外 周 部 材 厚 よ り 薄 く し た ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ２ 】
ヨ ー ク の 底 面 中 央 部 か ら 底 面 外 周 部 に 向 け て 傾 斜 を 設 け た 請 求 項 １ 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ３ 】
ヨ ー ク の 底 面 中 央 部 か ら 底 面 外 周 部 に 向 け て 材 厚 を 段 階 的 に 可 変 さ せ た 請 求 項 １ 記 載 の ス
ピ ー カ 。
【 請 求 項 ４ 】
ヨ ー ク の 内 部 を 加 工 し た 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ５ 】
ヨ ー ク の 外 部 を 加 工 し た 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ６ 】
ヨ ー ク の 内 部 と 外 部 の 両 方 を 加 工 し た 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ス ピ
ー カ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 各 種 音 響 機 器 お よ び 情 報 通 信 機 器 に 使 用 さ れ る ス ピ ー カ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の ス ピ ー カ に つ い て 図 ６ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ は 従 来 の ス ピ ー カ の 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ６ に 示 す ご と く 、 着 磁 さ れ た マ グ ネ ッ ト １ を 上 部 プ レ ー ト ２ お よ び ヨ ー ク ３ に よ り 挟 み
込 ん で 内 磁 型 の 磁 気 回 路 ４ を 構 成 し て い た 。 こ の 磁 気 回 路 ４ の ヨ ー ク ３ に フ レ ー ム ６ を 結
合 し 、 こ の フ レ ー ム ６ の 周 縁 部 に ダ イ ア フ ラ ム ７ を 接 着 し て い た 。 そ し て 、 こ の ダ イ ア フ
ラ ム ７ に 結 合 さ れ た ボ イ ス コ イ ル ８ を 、 上 記 磁 気 回 路 ４ の 磁 気 ギ ャ ッ プ ５ に は ま り 込 む よ
う に 結 合 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の ス ピ ー カ は 、 コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る た め に 、 各 構 成 部 品 の 材 料 削 減 を 実 施 し て い
る 。 と こ ろ が 、 ヨ ー ク ３ の 材 料 削 減 を 実 施 す る た め に 、 ヨ ー ク ３ 全 体 の 材 厚 を 薄 く 設 計 す
る と 、 磁 気 飽 和 を 発 生 し て し ま い 、 マ グ ネ ッ ト １ の 磁 気 エ ネ ル ギ ー が 十 分 に 活 用 で き な い
磁 気 回 路 ４ と な り 、 磁 束 密 度 が 低 下 し て 、 ス ピ ー カ の 音 圧 レ ベ ル を 低 下 さ せ る と い う 課 題
を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で 、 ス ピ ー カ の 音 圧 レ ベ ル を 確 保 で き る 構 成 を 提 供 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 ヨ ー ク の 底 面 中 央 部 材 厚 を 底 面 外 周 部 材 厚 よ り 薄 く し
た も の で あ る 。 つ ま り 、 本 来 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 少 な い ヨ ー ク の 底 面 中 央 部 の 材 厚 は 薄 く
し て お き 、 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 多 い ヨ ー ク の 底 面 外 周 部 の 材 厚 は 、 磁 気 飽 和 を 発 生 し な い
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よ う に 底 面 中 央 部 よ り 厚 く し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 分 布 に 応 じ て
、 ヨ ー ク 底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ せ て 、 材 厚 の 不 要 な 部 分 は 薄 く 、 必 要 な 部 分 は 厚 く 設 定 す
る こ と で 、 磁 束 密 度 を 確 保 し た ま ま ヨ ー ク 全 体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 し た
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 ヨ ー ク の 底 面 中 央 部 か ら 底 面 外 周 部 に 向 け て 傾 斜 を 設
け た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 分 布 に 応 じ て 、 よ り 詳 細 に ヨ ー ク
底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ せ 、 効 率 よ く ヨ ー ク 全 体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 ヨ ー ク の 底 面 中 央 部 か ら 底 面 外 周 部 に 向 け て 材 厚 を 段
階 的 に 可 変 さ せ た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 分 布 に 応 じ て 、 よ り
詳 細 に ヨ ー ク 底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ せ て 、 効 率 よ く ヨ ー ク 全 体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ
ウ ン を 実 現 さ せ な が ら 、 傾 斜 部 を な く し 、 平 坦 部 を 設 け る こ と で ス ピ ー カ の 品 番 等 の 捺 印
を 押 印 し や す く 、 ま た 、 擦 れ に よ る 捺 印 消 え を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 ヨ ー ク の 内 部 を 加 工 し て ヨ ー ク 底 面 部 の 材 厚 を 可 変 構
成 し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 ヨ ー ク の 外 部 を 加 工 す る こ と な く ヨ ー ク 全 体 の 材 料
を 削 減 で き る た め 、 ヨ ー ク の 外 観 を 従 来 と 変 更 し な い ま ま コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 ヨ ー ク の 外 部 を 加 工 し て ヨ ー ク 底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ
せ た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 ヨ ー ク の 生 産 が 効 率 よ く 実 施 す る こ と が で き 、 内 周 部
形 状 に 制 約 が な い た め 使 用 す る マ グ ネ ッ ト 形 状 の 自 由 度 を 拡 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 ヨ ー ク の 内 部 と 外 部 の 両 方 を 加 工 し た も の で あ る 。 こ
の 構 成 に よ り 、 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 分 布 に 応 じ て 、 よ り 詳 細 に ヨ ー ク 底 面 部 の 材 厚 を 可 変
さ せ て 、 効 率 よ く ヨ ー ク 全 体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 し な が ら 、 ヨ ー ク の 外
部 に 平 坦 部 を 設 け る こ と で ス ピ ー カ の 品 番 等 の 捺 印 を 押 印 し や す く 、 ま た 、 擦 れ に よ る 捺
印 消 え を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 １ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に 示 す ご と く 、 着 磁 さ れ た マ グ ネ ッ ト ２ １ を 、 上 部 プ レ ー ト ２ ２ と 、 底 面 中 央 部 ２ ３
ａ の 材 厚 を 底 面 外 周 部 ２ ３ ｂ の 材 厚 よ り 薄 く し て 構 成 し た ヨ ー ク ２ ３ と に よ り 挟 み 込 ん で
内 磁 型 の 磁 気 回 路 ２ ４ を 構 成 し て い る 。 こ の 磁 気 回 路 ２ ４ の ヨ ー ク ２ ３ に フ レ ー ム ２ ６ を
結 合 し 、 こ の フ レ ー ム ２ ６ に ダ イ ア フ ラ ム ２ ７ を 接 着 し 、 こ の ダ イ ア フ ラ ム ２ ７ に 結 合 さ
れ た ボ イ ス コ イ ル ２ ８ を 、 上 記 磁 気 回 路 ２ ４ の 磁 気 ギ ャ ッ プ ２ ５ に は ま り 込 む よ う に 結 合
し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 構 成 の ご と く 、 マ グ ネ ッ ト ２ １ か ら の 磁 束 の 少 な い ヨ ー ク ２ ３ の 底 面 中 央 部 ２ ３ ａ の
材 厚 は 薄 く し て お き 、 マ グ ネ ッ ト ２ １ か ら の 磁 束 の 多 い ヨ ー ク ２ ３ の 底 面 外 周 部 ２ ３ ｂ の
材 厚 は 、 磁 気 飽 和 を 発 生 し な い よ う に 底 面 中 央 部 ２ ３ ａ よ り 厚 く し て い る 。 つ ま り 、 マ グ
ネ ッ ト ２ １ の 磁 束 の 分 布 に 応 じ て 、 ヨ ー ク ２ ３ の 底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ せ て 、 材 厚 の 不 要
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な 部 分 は 薄 く 、 必 要 な 部 分 は 厚 く 設 定 す る こ と で 、 磁 束 密 度 を 確 保 し た ま ま ヨ ー ク ２ ３ 全
体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ２ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ は 、 本 実 施 形 態 ２ の ス ピ ー カ の 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
実 施 の 形 態 １ と 異 な る 点 は 、 ヨ ー ク ２ ３ の 底 面 中 央 部 ２ ３ ａ か ら 底 面 外 周 部 ２ ３ ｂ に 向 け
て 材 厚 に 傾 斜 さ せ 、 可 変 さ せ た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 マ グ ネ ッ ト ２ １ の 磁 束 の 分
布 に 応 じ て 、 よ り 詳 細 で 精 度 良 く ヨ ー ク ２ ３ 底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ せ る こ と が で き 、 効 率
よ く ヨ ー ク ２ ３ 全 体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ３ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ は 、 本 実 施 形 態 ３ の ス ピ ー カ の 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 の 形 態 １ と 異 な る 点 は 、 ヨ ー ク の 底 面 中 央 部 ２ ３ ａ か ら 底 面 外 周 部 ２ ３ ｂ に 向 け て 材
厚 を 段 階 的 に 可 変 さ せ た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 マ グ ネ ッ ト ２ １ の 磁 束 の 分 布 に 応
じ て 、 よ り 詳 細 で 精 度 良 く ヨ ー ク ２ ３ 底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ せ て 、 効 率 よ く ヨ ー ク ２ ３ 全
体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 傾 斜 部 を な く し 、
底 面 中 央 部 ２ ３ ａ に は 平 坦 部 を 設 け て 、 こ の 平 坦 部 に ス ピ ー カ の 品 番 等 の 捺 印 を 押 印 す る
こ と で 、 捺 印 を し や す く し 、 ま た 、 輸 送 途 上 等 の 梱 包 材 と 捺 印 面 と の 擦 れ に よ る 捺 印 消 え
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ４ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ は 、 本 実 施 形 態 ４ の ス ピ ー カ の 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 の 形 態 １ と 異 な る 点 は 、 ヨ ー ク ２ ３ の 内 部 を 可 変 さ せ て ヨ ー ク ２ ３ 底 面 部 の 材 厚 を 底
面 中 央 部 ２ ３ ａ を 底 面 外 周 部 ２ ３ ｂ よ り も 薄 く し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 ヨ ー ク
２ ３ の 外 部 を 可 変 さ せ る こ と な く ヨ ー ク ２ ３ 全 体 の 材 料 を 削 減 で き る た め 、 ヨ ー ク ２ ３ の
外 観 を 従 来 と 変 更 し な い ま ま コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 実 施 の 形 態 ５ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ５ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 は 、 実 施 の 形 態 １ か ら ３ に 示 す よ う に 、 ヨ ー ク ２ ３ の 外 部 を 可 変 さ せ て ヨ ー ク ２ ３
底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ せ た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 ヨ ー ク ２ ３ の 生 産 が 効 率 よ く 実
施 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ヨ ー ク ２ ３ 内 周 部 形 状 に 制 約 が な い た め 使 用 す る マ グ ネ ッ ト
２ １ の 形 状 に つ い て の 自 由 度 を 拡 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 施 の 形 態 ６ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ６ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ は 、 本 実 施 形 態 ６ の ス ピ ー カ の 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
実 施 の 形 態 １ と 異 な る 点 は 、 ヨ ー ク ２ ３ の 内 部 と 外 部 の 両 方 を 可 変 さ せ て ヨ ー ク ２ ３ 底 面
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部 の 材 厚 を 可 変 構 成 し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 マ グ ネ ッ ト ２ １ の 磁 束 の 分 布 に 応
じ て 、 よ り 詳 細 で 精 度 良 く ヨ ー ク ２ ３ 底 面 部 の 材 厚 を 可 変 さ せ て 、 効 率 よ く ヨ ー ク ２ ３ 全
体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 し な が ら 、 ヨ ー ク ２ ３ の 外 部 に 平 坦 部 を 設 け 、 こ
の 平 坦 部 に ス ピ ー カ の 品 番 等 の 捺 印 を 押 印 す る こ と で 、 捺 印 を し や す く し 、 ま た 、 輸 送 途
上 等 の 梱 包 材 と 捺 印 面 と の 擦 れ に よ る 捺 印 消 え を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の ス ピ ー カ は 、 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 少 な い ヨ ー ク の 底 面 中 央 部 の 材
厚 は 薄 く し て お き 、 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 多 い ヨ ー ク の 底 面 外 周 部 の 材 厚 は 、 磁 気 飽 和 を 発
生 し な い よ う に 底 面 中 央 部 よ り 厚 く し て 、 マ グ ネ ッ ト の 磁 束 の 分 布 に 応 じ て 、 ヨ ー ク 底 面
部 の 材 厚 を 可 変 さ せ て 、 材 厚 の 不 要 な 部 分 は 薄 く 、 必 要 な 部 分 は 厚 く 設 定 す る こ と で 、 磁
束 密 度 を 確 保 し た ま ま ヨ ー ク 全 体 の 材 料 を 削 減 し て コ ス ト ダ ウ ン を 実 現 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う に 本 発 明 は 、 コ ス ト 低 減 化 を 実 現 で き る 優 れ た ス ピ ー カ を 提 供 す る こ と が で き 、
そ の 工 業 的 価 値 は 非 常 に 大 な る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る ス ピ ー カ の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る ス ピ ー カ の 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る ス ピ ー カ の 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る ス ピ ー カ の 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る ス ピ ー カ の 断 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の ス ピ ー カ の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
２ １ 　 マ グ ネ ッ ト
２ ２ 　 上 部 プ レ ー ト
２ ３ 　 ヨ ー ク
２ ３ ａ 　 ヨ ー ク 底 面 中 央 部
２ ３ ｂ 　 ヨ ー ク 底 面 外 周 部
２ ４ 　 磁 気 回 路
２ ５ 　 磁 気 ギ ャ ッ プ
２ ６ 　 フ レ ー ム
２ ７ 　 ダ イ ア フ ラ ム
２ ８ 　 ボ イ ス コ イ ル
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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